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兵庫県立御影高等学校
環境科学部生物班
六甲山のキノコにはどんな多様性があるのか　
～地域連携から伝える生物多様性～
学校行事である六甲耐寒登山でエノキタケを見つけた
ことがきっかけで調査を開始。キノコの多様性がみられ
る森林は豊かさの象徴であるとし、森林環境の保全や
維持に対する意識を高めていくことが狙いである。

兵庫県立香住高等学校
矢田川の自然環境班
魚たち跳ね踊る美しい川を守るための活動
地元の人達が、アユが減ってきたという話をし
ている。清流と呼ばれる矢田川に生息してい
る絶滅危惧種について確認し、井堰に付属す
る魚道が正常に機能しているかを調査。河川
環境の改善活動を広げていく。

兵庫県立篠山東雲高等学校
しののめ竹林バスターズ
地域資源で環境創造　～ありったけ（竹）使い切る～
伐採した竹を、竹粉砕機でチップ化し、それを
マルチや乾燥汚泥と混和した堆肥にする研究
を行った。堆肥の分析を行い、実用化に向け
た取り組みや新たな竹利用法を確立するた
めの研究を行ってきた。

滝川中学校・高等学校
インターアクトクラブ
地域との共生をめざした環境保護活動
六甲山麓・鶴甲の森での里山再生活動のほか、
「森の母」「緑のダム」ともいわれるブナの保護
再生のため、兵庫県北部の鉢伏高原・吉滝・小代
地区などで植樹・育樹活動を行う。これまでに、
3000本を超すブナの苗木を植樹している。

兵庫県立神戸商業高等学校
理科研究部
明石海峡西舞子海岸の漂着ゴミ回収
日本海側、大阪湾、播磨灘、伊予灘、豊後水道、
太平洋岸、八重山諸島の15か所で漂着ペット
ボトルの回収・調査を行う。研究成果を様々な
場所で発表し、「海ゴミ問題」について知って
もらい海ゴミを減らす活動をしている。

兵庫県立加古川東高等学校
水膜チーム
濡れ性を利用した防汚瓦の開発
加古川市南部では、屋根や壁は煤塵によって黒
く汚れており、屋根は専門的な掃除が必要で洗
剤を使用する場合もある。そこで、煤塵が付着
しにくく、雨水だけで汚れが落とせる、環境にや
さしい防汚効果のある屋根瓦を開発している。

兵庫県立加古川東高等学校
粉粒体チーム
水波を用いたため池の浮遊物の回収
赤く染まったため池のアカウキクサ属の外来
種やゴミといった浮遊物を、水面に振動を与え
ることで集め回収できないかと考えた。太陽光
パネルを電源とする回収装置で実験し、回収に
適した条件を設定した。

兵庫県立農業高等学校
生物部
兵庫の自然遺産「ため池」　～水辺環境の保全活動～
ため池に生息する生物や豊かな環境を守るた
め、在来種の保全、外来種の駆除を行い、ため池
の生態系について調べ、保全活動に取り組んで
いる。地域住民などにため池の現状や素晴らし
さを知ってもらい、保全活動に協力してもらう。

奈良県立御所実業高等学校
「生物多様性の保全」研究班
生物多様性ならプロジェクト　～田んぼの生物多様性～
県内各地の「田んぼの生き物観察応援隊」と
して近隣小学校での「出張！田んぼの水族館」
を主催。学校周辺の生きもののリストを作成。
これらの調査結果も各地の観察会で発表し、
田んぼが育む豊かな生態系をＰＲしている。

和歌山県立田辺高等学校
生物部
和歌山県鳥の巣半島で野生化しているアフリカツメガエルの駆除
鳥の巣半島に外来種のアフリカツメガエルが侵
入し、繁殖して拡散しているので、できるだけ効率
よく駆除する方法を探してきた。溜池の水をぬい
て駆除する、罠をかけて捕獲する、水を減らして
天敵に食べてもらうなどの方法をとっている。

岡山県立井原高等学校
井校生物同好会
オキナグサの保全活動
岡山県レッドデータリスト　絶滅危惧種Ⅰ類とし
て指定されているオキナグサを繁殖させ、周囲
の人にこの植物を知ってもらうことから、生物
多様性の大切さや環境保護の大切さに多くの
人が関心を持つようにしたい。

滋賀県立八日市南高等学校
ランドスケープデザイン班
猪子山　～異年齢交流による里山保全活動の10年～
猪子山の麓にある能登川南小学校での環境
学習のコーディネートなど異年齢交流を手法
とした活動を展開。持続可能な社会実現に
向けて主体的に行動できる人材の育成を
目指している。

京都市立伏見工業高等学校
バイオマス温度差発電グループ
木質バイオマス利用温度差発電
バイオマス温度差発電は、森林や竹林から出る
間伐材を熱エネルギー資源として活用し、排熱
を利用して発電する温度差発電を組合せたも
の。私たちは、個人や小規模単位で資源として
利用するバイオマス利用技術の研究を始めた。

京都府立綾部高等学校
分析化学部
地域と歩む由良川保全活動　～広がれゴミ回収プロジェクト～
定期的な化学的・生物的水質調査や清掃活動
を実施。また地元の小学生に出前授業を行う
など、「由良川レンジャー」として、市民と共に
健全な河川環境を取り戻し、川が元気に町が
元気になる事を目標としている。

京都府立木津高等学校
園芸部
竹　伐る、川　診る、ゴミ　拾う
大規模な宅地開発計画が中止となった土地で
放置された竹林や耕作放棄農地、宅地化で人が
増え多くなってきたポイ捨てごみの問題、従来
から取り組んできた河川の「水質調査」を軸に、
地域の中で生かしていくことをめざしている。

京都府立桂高等学校
TAFS「地球を守る新技術の開発」班
MAPを活用した革新的な堤防維持管理技術の開発
～研究による復興支援活動～
雑草種子発芽抑制技術の開発に取り組んで
いる。本研究班が生産する耐塩性の東北
固有ノシバ種「金華芝」は、東北復興公園や、
修復中の河川堤防、堤防道路に供給される。

大阪府立園芸高等学校
ビオトープ部
蝶の飛ぶ街づくり
身近に生息していた蝶を復活させるためにバタ
フライガーデンづくりを進めている。周辺の小学
校に生徒達が出前授業で、昆虫やバタフライガー
デンの講義を行う。樹木を枯死させるカシノナガ
キクイムシのトラップ防除にも取り組んでいる。

大阪府立長吉高等学校
長吉高校　サッカー部
One Goal One Smile
「One Goal One Smile」とは、サッカーの試合
でのゴール数【１ゴールで、１回の清掃活動】に応
じて地域の方々に笑顔の生まれる活動でお返し
をしようという取組み。地域の方々の笑顔のため
に、ゴール数に応じて活動をおこなっている。

大阪府立平野高等学校
35期環境科学コース
平高ビオトープから地域に発信！！生物多様性と自然の共存
ビオトープでの生物調査や水質調査、農作物
の栽培と実食を行い、地域の小学校や幼稚園
生との交流に生かした。また、地域の環境問題
に関するレポート作成を行い、科学技術の
発展と私たちの暮らしについて調べている。

清風高等学校 
アオコ研究班
アオコの凝集・浮上・除去からわかったこと
長年ニッポンバラタナゴという絶滅危惧種の
魚の保護活動を行っている。大阪府八尾市の
周りのため池では、アオコの発生が問題となっ
ている。今年は、アオコを凝集させ、除去する
ための凝集剤の開発を行った。

神戸山手女子高等学校 （兵庫県）
カメら部
イシガメ保全プロジェクト
ミシシッピアカミミガメ駆除のために淡水ガ
メのデータを収集する活動や、日本在来種で
あるニホンイシガメを１か所に集めて繁殖で
きるかどうかを、長期にわたって観察すると
いう活動をおこなっている。

兵庫県立播磨農業高等学校
播磨竹鶏物語
竹チップ大作戦!!　～救え、未来の畜産業～
全国的に増加する放置竹林の存在に着目し、
この竹を家畜の飼料として利用することで、放
置竹林の整備とともに飼料代の削減、さらに
は生産物の品質向上も見込めるのではない
かと考え、研究をおこなっている。

近 　 畿
21団体

中 　 国
12団体
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